
本校は、昭和４６年の開校以来５３年目を迎え

ています。校舎も同じ年に竣工しており、５２年

を経過しました。その間、幾度となく修繕工事を

重ねてきましたが、校舎の傷みはいかんともしが

たく、今夏から３年間（R5～R7）の計画で、「長寿

命化工事」が行われます。R5特別教室、R6普通教

室、R7管理室と外構を改修する予定です。本市で

は初めてとなる工事で、総工費約２８億円にのぼ

る市のビッグプロジェクトでもあります。 

長寿命化工事って？ 

これまでは、大規模改修により、傷んだ部分の

補強や外壁の塗りなおし等により、建物の機能回

復や見た目の美しさの回復を中心におこなって

きました。今回の長寿命化工事は、安全性の確保

はもとより、個別最適な学びと協働的な学びを実

現する教育環境の整備やバリアフリー環境の整

備、防災機能の強化など、近年の整備需要も盛り

込み、教育環境を持続的に改善しながら、校舎の

寿命を飛躍的に伸ばすために行うもので、必要不

可避な事業であるともいえます。未来を創る子供

たちの教育環境を改善することは私たち教員に

とっても大変喜ばしいことであり、多くの保護者

や市民の方々にもご賛同いただけるものではな

いかと捉えています。 

工事の実施にあたって 

主要な工事は、夏休み期間に集中して実施し、

授業には影響が出ないよう行われます。その一方

で、長期に及ぶ工事でもあり、様々な課題も想定

されています。 

一つ目は、騒音です。工事である以上、音は必

ず出ます。日常とは異なる音が加わることで、近

隣の皆様に影響が及ぶことは十分想定されます。

申し訳ございません。社会通念上許容されない音

が騒音として継続しないよう、施工主、施工業者

と連携を図ってまいりますのでご理解とご協力

をお願いします。 

二つ目は、教職員の執務環境です。夏休み期間

中は、校舎内に立ち入ることができません。その

ため、職員室等の機能は、近隣の東野小学校に移

転します。また、３年間にわたり駐車スペースも

半減することから、通勤方法の変更を余儀なくさ

れる教職員も数多くいます。（私も電車バス通勤

に切り替えます。通勤時間は倍以上…。） 

三つ目は、体育、部活動への影響です。工事車

両の出入り等があるため、校庭の使用は実質半分

程度になります。子供たちの活動に直接かかわる

課題ですので、影響を最小限にとどめるため、保

護者の皆様のご理解とご協力が欠かせません。 

体育祭は、例年通りの開催はできません。近隣

に相応の広さの運動場はありませんし、1,000 人

の生徒が安全、スピーディーに移動する手段もあ

りません。でも、中止は検討しません。今後、分

散開催を中心に検討していくことになると思い

ます。例年通りの華やかさがないと「かわいそう」

と感じる方がいるかもしれません。親心としては、

当然だと思います。しかし、教育の本質はそこで

はないと思っています。体育祭に至るまでのプロ

セスの中に子供の学びがあります。練習や準備の

一つ一つを充実させ、当日、満足した表情を保護

者の方にお見せすることで、成果を示していきた

いと考えます。 

そして、最大の課題は、部活動です。今年は、

長寿命化工事に加え、体育館と武道場のエアコン

設置工事も同時期に入ります。これも異常高温が

続く気候変動の中にあって必要な工事です。しか

し、結果として、部活動を行う十分なスペースが

確保できないことも意味します。現在、市役所、

教育委員会、スポーツ協会、各小学校の協力のも

と、最大限の活動場所の確保に向け、協議を重ね

ています。市民や小学生の活動場所とも重なるた

め、時間や活動場所に制限があるのはいたし方あ

りません。この夏は、変則的な部活動となります

が、保護者の皆様の全面バックアップのもといつ

もと変わらない充実した夏にしたいと思います。 

第二中学校だより 
「明るい挨拶 光る汗 きれいな学校 きれいな心」 
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この夏、校舎の長寿命化工事、 
体育館・武道場のエアコン設置工事が行われます。 

校 長  小 関  直 


